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主な内容

◆◆通通常常総総会会ののごご報報告告

◆◆税税務務署署かかららののおお知知ららせせ
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板橋日野税務署長をはじめ多数のご来賓の方々岩田新会長より８期16年会長職を務められた
大木前会長に花束と記念品が贈られた
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新新会会長長にに 岩岩田田利利夫夫氏氏 ㈱㈱岩岩田田商商事事 をを選選出出!!!!

公益社団法人日野法人会の第５回通常総会が、６月９日桜美林大学多摩アカデミーヒルズにおいて

開催された。大木会長から「2011年の４月に公益社団法人として認定され、５回目の総会を迎えるこ

とができました。これもひとえに会の趣旨に賛同していただいた多くの会員の皆様、日野税務署並び

に関係諸団体の格別なるご支援の賜物であり、ご協力に感謝いたします」と挨拶、議長の指名により

事務局より「本総会は正会員1,452社のうち過半数以上の752社（うち委任状617社）が出席し、総会は

適法に成立する」旨、報告。第１号議案から第３号議案は、いずれも承認可決された。

なお、議事に先立ち、永年勤続役員、会員増強功労支部、功労者、３回以上研修事業に出席した会

員（役員は除く）、昨年度の納税表彰受彰者の方々に対して、大木会長から感謝状と記念品を贈呈した。

議事終了後、先ほど承認された新理事、監事による臨時理事会が別室にて開催され、会長、副会長７

名、常任理事４名を選出し、総会会場にて発表され、新役員を代表し岩田利夫新会長と退任された

大木茂前会長がそれぞれ挨拶を述べた。

※総会議案書は当会のホームページ「情報公開」に掲載していますのでご覧ください。

http//www.tohoren.or.jp/hino

総会会場 新会長として挨拶する岩田会長



日野法人会広報誌「ふれあい」27年７･８月号 3

平成27・28年度 理事・監事・最高顧問・相談役・参与 （敬称略）

役 職 名 氏 名 法 人 名 役 職 名 氏 名 法 人 名

会 長 ○岩 田 利 夫 ㈱ 岩 田 商 事 理 事 ○菊 地 正 ㈱ 日 本 住 設

副 会 長 滝 瀬 正 幸 ㈲ 滝 瀬 商 店 〃 村 上 久 ㈱ 東 洋

〃 大 松 弘 一 ㈱ 大 松 製 作 所 〃 馬 場 輝 彦 多摩タウンサービス㈱

〃 野 村 圭 伊 ㈱ ノ ム ラ 薬 局 〃 澄 川 昇 ㈱ 澄 川 工 務 店

〃 ○石 坂 弘 吉 ㈱ 三 翔 設 備 工 業 〃 小 山 稔 ㈱ 興 進

〃 飯 作 金 彦 中 央 殖 産 ㈱ 〃 小 礒 美江子 ㈲ 小 礒 商 事

〃 大 谷 日出夫 ㈱ 大 谷 商 店 〃 大 松 誠 二 ㈲ポイント・フォー企画

〃 川 秀 武 ㈲ 川 正 治 商 店 〃 朝 倉 泰 成 ㈱ 朝 倉 組

常任理事 萩生田 よし子 ㈱多摩ニュータウンサービス 〃 ○秋 山 正 仁 デ ジ タ ル 産 業 ㈱

〃 ○渡 辺 勝 之 ㈱多摩朝日折込広告社 〃 原 田 實 丸 実 商 事 ㈲

〃 ○大 木 八重子 ㈱ 大 木 不 動 産 〃 塚 田 道 子 塚 田 設 備 ㈱

〃 黒 岩 清 人 ㈱ 吉 河 電 機 〃 梅 沢 清 武 蔵 テ ク ノ ㈱

理 事 藤 田 卓 爾 ㈲ 藤 田 商 店 〃 ○西 村 直 己 ㈱ 西 ビ ル 管 理

〃 中 澤 洋 南 観 光 交 通 ㈱ 監 事 斎 藤 清 ㈲ 西 東 京 電 機

〃 堀 田 浩 ㈱ 井 筒 や 〃 ○清 水 和 男 ㈱ 清 水 材 木 店

〃 和 田 貢 三 恭 東 和 精 機 ㈱ 最高顧問 ○大 木 茂 ㈱ 大 木 不 動 産

〃 一 宮 龍 之 ㈲ 保 険 の イ ッ ツ 相 談 役 池 口 顕 蔵 テクノブレーンズ㈱

〃 高 橋 一 生 ㈲ 三 多 摩 造 園 〃 須 藤 作 三 富 士 相 互 住 宅 ㈱

〃 高 島 龍 彦 朝 日 運 輸 ㈱ 〃 市 川 資 忠 ㈱ 日 東 鑿 井 工 業 所

〃 揚 石 國 臣 ㈱ ベ ル ハ ー ト 〃 斉 藤 常 由 ㈱ 斉 藤 工 務 店

〃 倉 林 弘 明 PROSIT KURABAYASHICORPORATION 〃 米 満 誠 一 ㈲ コ ス モ ス

〃 疋 田 久 武 ㈱ 高 幡 ホ ー ム 参 与 竹 村 寛 ㈱ 竹 村 製 作 所

〃 西 野 正 人 ㈲エトバスノイエス 〃 新 川 一 寿 コ ト ブ キ 商 事 ㈱

〃 田 中 和 義 ㈱ 浜 寿 司 〃 ○熊 沢 僑一郎 ㈱ 百 草 造 園

〃 ○大 塚 政 雄 ㈱ 大 塚 設 備 ○印は新任
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永年勤続役員表彰
常 任 理 事 萩生田 よし子 殿

理 事 村 上 久 殿

広 報 委 員 横 倉 敏 郎 殿

永年勤続役員感謝状
日野地区第６支部幹事 久 富 龍 起 殿

日野地区第８支部幹事 宮 崎 秀 樹 殿

日野地区第11支部副支部長 前 田 武 雄 殿

多摩地区第２支部幹事 吉 田 宇 秀 殿

多摩地区第９支部長 大 松 誠 二 殿

多摩地区第９支部幹事 福 井 康 弘 殿

稲城地区第３支部幹事 星 一 政 殿

稲城地区第３支部幹事 伊 藤 雅 行 殿

会員増強功労表彰
功労支部表彰 日野地区第13支部、多摩地区第２支部

功労者表彰

大 木 八重子 殿（日野地区第６支部幹事）

高 橋 一 生 殿（日野地区第９支部長）

疋 田 久 武 殿（日野地区第10支部長）

石 坂 弘 吉 殿（日野地区第13支部長）

朝 倉 泰 成 殿（多摩地区第２支部長）

大 谷 日出夫 殿（副会長・研修厚生委員長）

研修事業出席者表彰
日野地区第３支部 山田設備工業株式会社

日野地区第３支部 学校法人実践女子学園財務部

日野地区第６支部 多摩電工メンテナンス株式会社

日野地区第12支部 有限会社興立機械工業

日野地区第12支部 有限会社横倉建材店

多摩地区第１支部 有限会社日青電機

多摩地区第２支部 有限会社サコダ内装

多摩地区第５支部 新都市センター開発株式会社

多摩地区第６支部 株式会社美多加堂

多摩地区第９支部 医療法人財団天翁会

稲城地区第２支部 大洋電子部品株式会社

公益財団法人 全国法人会総連合表彰伝達
功労者表彰 常 任 理 事 黒 岩 清 人 殿

一般社団法人 東京法人会連合会表彰伝達
功労者表彰 常 任 理 事 小 磯 和 子 殿

理 事 和 田 貢 殿

同 揚 石 國 臣 殿

同 一 宮 龍 之 殿

同 石 坂 弘 吉 殿

同 小 山 稔 殿

同 小 礒 美江子 殿

同 澄 川 昇 殿

公益税制委員 小 峯 敏 夫 殿

同 岩 田 和 頼 殿

同 藤 林 和 子 殿

研修厚生委員 内 田 真理子 殿

会員増強功労者表彰 理 事 石 坂 弘 吉 殿

同 朝 倉 泰 成 殿

女性部会副部会長 大 木 八重子 殿

平成26年度納税表彰受彰者
日野税務署長表彰 副 会 長 飯 作 金 彦 殿

理 事 疋 田 久 武 殿

同 小 礒 美江子 殿

日野税務署長感謝状 常 任 理 事 若 山 貢司郎 殿

同 小 磯 和 子 殿

東京都八王子都税事務所長感謝状 常 任 理 事 黒 岩 清 人 殿



リサ この間、発注元から電子メールで

建物建築工事の注文書が送られてきたの

で、受注にあたり当社からは注文請書を

電子メールで返送しました。

建物建築工事の注文請書は第２号文書

の請負に関する契約書に該当し、印紙税

が課税されると思うのですが、電子メー

ルで送信した場合はどうなりますか？

サキ先生 印紙税法上の契約書にあたる

かどうかは、請書のように当事者の一方

のみが作成する文書の場合で、当事者間

の了解または商慣習に基づき契約の成立

を証することとされているものを含むと

されています。

リサ じゃあこの注文請書は、申込みに

対する応諾の文書で、契約の成立を証す

るために作成する文書なので、印紙税法

上の契約書にあたるのですね。でもこの

場合、現物は相手に渡していませんが、

当社で保管されている注文請書に収入印

紙を貼らなければいけないのですか？

それとも、送信先で出力した注文請書に

収入印紙を貼ってもらうこととなるので

すか？

サキ先生 課税文書の作成の時とは、相

手方に交付する目的で作成する課税文書

については交付の時とされています。

したがって、この場合、現物の交付が

されていない以上、課税文書を作成した

ことにはなりませんので、当社で保管さ

れている注文請書、送信先において出力

された注文請書ともに収入印紙は貼付の

必要はありません。

ただし、電子メールで注文請書を送付

した後に、改めて文書を相手方に持参ま

たは郵送等により現物を交付した場合に

は、その文書に対して印紙の貼付が必要

となります。

リサ 結局、この場合は原本が相手方に

交付されなければ、課税文書とはならな

いのですね。

サキ先生 そうですね、電子メールで送っ

ただけでは課税文書とはなりませんね。

リサ ＦＡＸで送った場合も、同じ考え

ですか？

サキ先生 ＦＡＸの場合も電子メールと

同じで、文書の作成者が保管するＦＡＸ

文書の原本は、それ自体が相手方に交付

されるものではなく、また受信者が出力

する文書についても、コピーと同様に課

税文書を作成したことにはなりません。

リサ そういえば契約書等のコピーでも、

印紙税がかかる場合があるって、聞いた

ことがあるのですが。

サキ先生 コピーした契約書等の上から

署名押印したり、正本と相違ないなどの

原本証明をしたり、正本と割印した場合

などの契約当事者の証明がある場合は、

たとえコピーであっても課税文書に該当

する場合があります。

リサ コピーだから課税文書にならないと

思ったら、思わぬところで、印紙税の納付

もれになりかねませんね。気をつけないと！

〔筆者紹介〕

山端 美德（やまはた・よしのり）

国税庁長官官房事務管理課、東京国税局課税

第二部調査部門、同消費税課などを経て、神

奈川県相模原市で税理士登録。中小企業を中

心に財務・税務サービスを行うとともに、法

人会において印紙税等に関するセミナー講師

を行う。
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エイジ作作成成ししたた文文書書をを電電子子メメーールルでで送送信信ししたた
場場合合のの印印紙紙税税のの取取扱扱いいはは？？

～～経経理理課課社社員員リリササとと顧顧問問税税理理士士ササキキ先先生生のの税税務務問問答答～～

税税理理士士・・行行政政書書士士・・ＡＡＦＦＰＰ 山山端端 美美德德



●仕事能力の把握チェツク

組織人から職業人へ転換する50歳代からの後

期キャリア形成について前回は書いたが、エイ

ジフリーにつながる生涯キャリア形成を行うに

は、次の取り組みが必要である。第１は、人事

管理すべてについて基本を年齢ではなく仕事能

力に変える必要がある。第２は、年齢にかかわ

りなく貢献できる能力は短期間では身につかず、

年月をかけないと形成できない。第３は、高齢

社員は心身機能の低下という弱みをもっている

ので、これを補完する働きかけが必要になる。

この仕事能力を把握するためには、次の５項目

でチェックする。１．業績貢献―会社の業績に

どう貢献しているか、２．仕事の仕方―専門能

力、体力をどう発揮しているか、３．専門能力―

仕事の成果を生む専門能力をどう高度化してい

るか、４．体力―仕事に必要な体力をどう維持

改善しているか、５．意識、意欲―仕事を通じ

て成長する意識をどう高めているか。

●高齢期に必要なヒューマンスキル

ある企業の人事担当者が高齢者の能力につい

てこんなことを言った。「高齢者には技術的な専

門能力であるテクニカルスキル、プランニング

やプロセス管理能力としてのマネジメントスキ

ルという大きな能力があるが、でも最後に生き

残る人をみると、人間関係のいい人、ヒューマ

ンスキルのある人ということになる」。部下に威

張らない人間的魅力のある人というわけだ。

個性重視、人間尊重、ワークライフバランス、

人生設計といった考え方が重要視される価値観

の変化のなかで、ヒューマンスキル開発への取

り組みは、若い社員の定着性の向上といった視

点からも非常に重要になってきている。しかし、

生涯的キャリア形成のなかにヒューマンスキル

を位置づけている企業はほとんどない。

●カウンセリングマインドが基本

今の企業では、従来の職制上の地位をベース

としたポジションパワー的なものが発揮しにく

くなるとともに、個人のパーソナルパワーの位

置づけが高まってきている。そのため、管理者

には部下自身が自発的に動機づけられるような

信頼関係に基づく人間関係を構築する能力をも

つことが求められる。ヒューマンスキルの開発

は、管理者のパーソナリティーの変容を求める

ものであり一朝一夕にできるものではないが、

その基本は人の話に耳を傾けるカウンセリング

マインドである。

組織の人と人との関係は、「見知らぬ関係」か

ら「傾聴の関係」、「人間尊重の関係」、「感動の

関係」、「成長の関係」、「信頼の関係」へという

プロセスで進むが、人は職場の仲間との対話を

通じて尊重されることで信頼感を生み、それが

自己変革を促し、自分の価値を再認識して成長

エネルギーを生み出す。社員のやる気は育てる

ものではなく、人間関係

や職場風土から自発的に

育つものである。いつま

でも能力を発揮するには、

ヒューマンスキルが決め

手となる。

〔筆者紹介〕

長嶋 俊三（ながしま・しゅんぞう）

1947年生まれ。明治大学卒。新聞記者、ＴＶ

ディレクターを経て、79年より�高年齢者雇

用開発協会発行の月刊誌『エルダー』の編集

を創刊から担当。2011年６月、独立行政法人

高齢・障害者雇用支援機構を退職。著書に

『60歳からの仕事』（清家篤慶應義塾大学教授

と共著、講談社刊）、『エージレス就業社会』

（共著、日本能率協会マネジメントセンター

刊）などがある。
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エエイイジジフフリリーーをを生生きき抜抜くくヒヒュューーママンンススキキルル



人人人 事事事 異異異 動動動

盛夏の候、公益社団法人日野法人会の皆様に

は、ますますご健勝のこととお慶び申し上げます。

この度の人事異動により、東京国税局徴収部

から転任して参りました田村です。日野税務署で

の勤務は今回が初めてとなりますが、緑多く水清

らかなこの地で勤務できることを非常に楽しみに

しております。前任の板橋署長同様、ご支援を賜

りますよう、よろしくお願いいたします。

岩田会長はじめ役員並びに会員の皆様には、

平素から税務行政に対し、深いご理解と多大な

るご協力を賜り、厚くお礼申し上げます。

来る８月８日には、貴会の事業活動の中でも

最大規模の事業である「ぜいきんウォークラリー」

が開催されると伺っております。毎年、800名近

くの小学生とその保護者が参加し、楽しみなが

ら税について学んでいただいているということ

であり、また、約100名にも及ぶ会員の皆様が運

営に携わられるとお聞きし、このような素晴ら

しい形で租税教育活動に積極的に取り組んでお

られることに敬意を表する次第です。

また貴会は、税知識の普及と納税意識の高揚

を図るため、各種研修会の実施や租税教室を兼

ねたサッカー教室はじめ、次世代を担う子供た

ちへの租税教育活動、地球温暖化防止施策など

のさまざまな社会貢献活動に積極的に取り組ん

でおられると伺っております。このような活発

な事業活動を通じて、地域社会から益々信頼さ

れる法人会となられますようご期待申し上げます。

私どもといたしましては、「納税者の自発的な

納税義務の履行を適正かつ円滑に実現する。」と

いう国税庁の使命を達成するため、国民の皆様

からの理解と信頼を得られるように、常に努力

してまいります。

そのために、国税電子申告・納税システム（e-

Tax）など情報通信技術（ICT）を活用し、納

税者の皆様にとって利便性の高い申告・納付手

段の充実など、納税者サービスの向上に努める

とともに、納税者の利益の保護を図りつつ、悪

質な納税者には厳正な態度で臨むなど、適正な

調査・徴収を行うことが重要であると考えてお

ります。

そうした中で、「社会保障・税番号制度」いわ

ゆる「マイナンバー」の導入や、社会保障と税

の一体改革、相続税の課税ベースの拡大など、

税務を取り巻く環境はたえず変化しております。

法人会の皆様におかれましては、引き続き、

ご協力を賜りますよう、よろしくお願いいたし

ます。

結びに当たりまして、公益社団法人日野法人

会の益々のご発展と、会員企業のご繁栄並びに

皆様のご健勝を心より祈念いたしまして、私の

着任のごあいさつといたします。
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田
た

村
むら

円
まどか

氏

主な経歴

平成17年７月 東京国税局 徴収部 特別整理総括第一課 課長補佐

平成19年７月 東京国税不服審判所 第一部法規審査担当 副審判官

平成21年７月 緑税務署 副署長

平成23年７月 東京国税局 徴収部 特別国税徴収官 特別徴収官

平成26年７月 東京国税局 徴収部 特別整理第３部門 統括徴収官

平成27年７月 日野税務署 署長

新新署署長長のの

ごごごご紹紹紹紹介介介介

出出 身身 地地 秋秋田田県県

好好ききなな言言葉葉 一一期期一一会会

趣趣 味味 散散歩歩（（古古本本屋屋めめぐぐりり））

着 任 の ご あ い さ つ

日日日野野野税税税務務務署署署
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日野税務署 法人関係職員紹介

官職・氏名
ふりがな

①前任署 ②出身地 ③趣味 ④一言 （敬称略）

総務課長

井
いの

上
うえ

雅
まさ

美
み

①留任

②山梨県

③ドライブ、ウォーキング

④日野税務署２年目となります。よろ

しくお願いします。

①神田署 副署長 ②鹿児島県 奄美市
③合気道、プラモデル、ジョギング、
ジャズドラム
④日野法人会と署との更なる協調関係の充実
へ向け、微力ながら尽力する所存でござい
ますので、どうぞよろしくお願いいたします。

富
とみ

山
やま

洋
ひろし

副 署 長

総務課長補佐

法人課税第２部門統括官

法人１審理上席

①留任

②福岡県

③ハイキング

④一年間よろしくお願いします。

①留任

②山梨県

③空手道

④よろしくお願いします。

①向島署 法人１ 審理

②青森県

③猫の世話、映画鑑賞、格闘技観戦

④末永くよろしくお願いいたします。

①留任

②東京都

③ウォーキング

④前年同様、今年もよろしくお願いい

たします。

①留任

②山梨県

③アウトドア

④一年間よろしくお願いします。

①局 課一料四 総括主査

②大分県

③子供と遊ぶ 熱帯魚

④初めての日野署勤務です。よろしく

お願いいたします。

法人１源泉上席

法人課税第３部門統括官

法人課税第１部門統括官

阿
あ

部
べ

共
く

仁
に

代
よ

小
お

野
の

田
だ

昭
あき

広
ひろ

大
おお

久
く

保
ぼ

和
かず

也
や

冷
ひや

川
かわ

慎
しん

司
じ

金
かな

森
もり

学
まなぶ

関
せき

口
ぐち

清
きよ

美
み

職 名
転 入 者 転 出 者

氏 名 前任署・官職 氏 名 新任署・官職

署 長 田村 円 局 徴収部 特整３ 統括官 板橋 智 （退 官）

副 署 長 富山 洋 神田署 副署長 鈴木 俊次 局 課二 豊島派遣 種類調整官

総 務 課 長 井上 雅美 （留 任） 井上 雅美 （留 任）

総 務 課 長 補 佐 阿部共仁代 （留 任） 阿部共仁代 （留 任）

法人課税第１部門統括官 冷川 慎司 局 課一料四 総括主査 神田 正人 中野署 法人１ 統括官

法人課税第２部門統括官 小野田昭広 （留 任） 小野田昭広 （留 任）

法人課税第３部門統括官 金森 学 （留 任） 金森 学 （留 任）

法人課税第１部門審理上席 大久保和也 向島署 法人審理 中山 実 新宿署 法人審理

法人課税第１部門源泉上席 関口 清美 （留 任） 関口 清美 （留 任）

日野税務署･法人課税関係定期人事異動 平成27年７月10日（敬称略）
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支部報告会を兼ねた税務研修会がそれ

ぞれ開催されました。支部報告会では、

平成26年度の活動報告が行われ、引き続き税務研修会では、平成27年

度税制改正やマイナンバー制度の概要を中心に日野税務署の中山審理

担当上席がやさしく解説しました。

支部報告会を兼ねた税務研修会

５月28日 日野地区第９支部

青年部会報告会 第11代部会長に渡辺勝之氏を選出 ㈱多摩朝日折込広告社

青年部会は、５月18日に多摩アカデミー

ヒルズにおいて、部会報告会を開催しまし

た。

報告会では、平成26年度の活動報告並び

に収支決算を報告、平成27年度の活動方針、

計画、予算を報告しました。任期満了に伴

う役員改選では、第11代部会長に渡辺勝之

氏を選出しました。

５月20日 多摩地区第１～９支部 ５月21日 稲城地区第１～４支部

５月19日 日野地区第７・８支部

役 職 名 氏 名 法 人 名

理 事 加 藤 宏 次 ㈱ 加 藤 鉄 建

〃 嘉 新 太 一 ㈱ フ ロ イ ン ト

〃 山 田 有 司 山 田 設 備 工 業 ㈱

〃 久 保 圭 史 ㈱ 富 士 美 自 動 車

〃 望 月 良 憲 ㈱ 東 海

〃 原 宣 仁 ㈲ 原 商 店

〃 丸 本 徹 京 桜 商 事 ㈱

〃 笠 川 悟 史 ㈲フォーティーハウス

〃 山 口 一 ㈱ Ｔ Ｒ Ｕ Ｓ Ｔ

〃 横 倉 利 隆 ㈱日本電力サービス

〃 馬 場 正 輝 多摩タウンサービス㈱

〃 鈴 木 大 地 ㈱ 澄 川 工 務 店

〃 朝 倉 泰 忠 ㈱ 雅

〃 足 立 如 史 ㈱ 明 煌 産 業

〃 工 藤 雅 樹 ㈱ 雅 苑

〃 清 水 隆 男 ㈱ 清 水 材 木 店

〃 大久保 勝 敏 ㈱オネストプラス

〃 大 石 将 之 大 石 建 設 ㈱

監 事 三 輪 親 弘 ㈲ 都 市 調 査 測 量

〃 吉 田 宇 秀 桜 ヶ 丘 産 業 ㈱

顧問（直前部会長） 若 山 貢司郎 ㈲ リ フ ァ イ ン

役 職 名 氏 名 法 人 名

部 会 長 渡 辺 勝 之 ㈱多摩朝日折込広告社

副部会長 鶯 生 広 美 ㈲オウショウ建設

〃 岡 田 恒 宏 ㈲ 麗 美 装

〃 種 田 匡 延 ㈱インターメディアリー

運営専務 佐 藤 弘 之 桜 総 合 管 理 ㈱

常任理事 岩 田 和 頼 ㈲ 岩 田 建 設

〃 雨 宮 克 臣 ㈱クレセント多摩

〃 黒 田 英 揮 ㈲ 黒 田 書 店

〃 大久保 彰 紀 ㈲ダイシン建築企画

〃 渡 辺 哲 也 ㈲ 渡 辺 管 工

〃 原 慎一郎 ㈱ プ ラ ン テ ッ ク

〃 土 方 由 章 ㈲ 宮 福 商 店

〃 伊 丹 智 典 ㈱サービスエース

〃 石 井 良 幸 ㈲石井自動車修理工場

〃 木 谷 慶太郎 ㈱おぼうさんどっとこむ

理 事 守 重 昌 之 ㈱ 守 重 建 設

〃 土 方 淳 ㈲ 大 政 鮨

〃 糟 谷 敏 美 ㈱ 日 野 環 境 保 全

〃 根 本 篤 史 シ ス テ ム 印 刷 ㈱

〃 西 明 靖 陽 日 電 エ ア コ ン ㈱

〃 惟 住 浩太郎 積水ハウス㈱多摩支店国立オフィス

新部会長に
渡辺勝之氏が就任

青年部会報告会

（敬称略）
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女性部会報告会 第10代部会長に大木八重子氏を選出 ㈱大木不動産

女性部会は、５月25日京王クラブにおい

て、部会報告会を開催しました。

報告会では、平成26年度の活動報告並び

に収支決算を報告、平成27年度の活動方針、

計画、予算を報告しました。任期満了に伴

う役員改選では、第10代部会長に大木八重

子氏を選出しました。 新部会長に大木八重子氏が就任 女性部会報告会

高齢者の介護について講演する
亀谷 学 先生

役 職 名 氏 名 法 人 名

部 会 長 大 木 八重子 ㈱ 大 木 不 動 産

副部会長 石 坂 久 美 ㈱ 三 翔 設 備 工 業

〃 桐 生 けい子 ㈲ 桐 生 製 作 所

〃 萩生田 よし子 ㈱多摩ニュータウンサービス

〃 遠 藤 秀 子 遠 藤 住 建 ㈱

〃 砂 塚 有 子 富 士 電 気 工 業 ㈱

〃 吉 田 幸 子 ㈱ 吉 田 工 務 店

常任理事 大 松 栄 子 ㈱ 大 松 製 作 所

〃 加 藤 悦 子 ㈱ 加 藤 鉄 建

〃 内 田 真理子 ㈱ 協 栄 土 木 設 備

〃 角 恂 三 榮 観 光 開 発 ㈱

〃 藤 林 和 子 ㈲ 藤 不 動 産

〃 小 礒 美江子 ㈲ 小 礒 商 事

〃 清 家 美紗子 ㈲ コ ン ト ア ー ル

〃 梅 沢 喜代子 武 蔵 テ ク ノ ㈱

〃 福 島 律 子 ㈱ 福 島 測 量

役 職 名 氏 名 法 人 名

理 事 熊 沢 喜美代 ㈱ 百 草 造 園

〃 岩 田 真紀子 ㈱ 岩 田 商 事

〃 西 野 圭永子 西 野 土 建 ㈲

〃 土 井 尚 子 ㈲ ア ー ト ・ ド イ

〃 村 上 郁 子 ㈱ 東 洋

〃 池 田 シゲ子 ㈱ 池 田 製 作 所

〃 岩 野 京 子 ㈲ジューン・エイト

〃 永 井 峰 子 日 鋼 ㈱

〃 小 沢 敏 代 ㈲明装ビルサービス

〃 嘉 山 沙枝子 ㈲嘉山金型製作所

〃 桂 田 良 子 セントラル電子制御㈱

〃 西 村 智 子 ㈱ 西 ビ ル 管 理

〃 梅 沢 久 子 ㈲ ジ ョ ゴ

監 事 小 磯 和 子 ㈱ 小 磯 組

〃 市 丸 春 江 ㈲ 市 丸 工 務 店

物
忘
れ

通
常

の
老
化
と

認
知
症

で
は
こ

こ
が
違
う

また、報告会に先立ち、医療法人財団天翁会「あいクリニック中沢」院長の亀谷学先生を招き、高

齢者の医療と介護をテーマに研修会が開催され、高齢者の診療、認知症

や介護などについて、やさしく解説いただきました。

老化による
物忘れ

・体験の一部を忘れる ・昔のことを忘れる
・ヒントで思い出せる ・自覚があることが多い
・ときどき忘れる ・時間、場所の見当がつく
・進行が遅いか変化しない ・日常生活に支障がない

認知症による
物忘れ

・体験全体を忘れる ・自覚が乏しい
・自覚でないことも多い ・直近のことを忘れる
・ヒントで思い出せない ・いつも忘れる
・時間、場所の見当がつかない ・徐々に進行する
・日常生活に支障がある

（敬称略）
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多摩オリエンタル法律事務所多摩オリエンタル法律事務所多摩オリエンタル法律事務所

企業法務は多摩オリエンタル法律事務所が引き受けます
売掛金回収・事業承継・労働問題・不動産から離婚、相続まで

多摩市鶴牧1-4-17 いずみビル４階C

℡ 042-357-3561
http://www.tama-oriental.jp/

(お電話にてご予約下さい）

弁護士　田﨑　博実（第一東京弁護士会所属）
● 多摩センター駅　徒歩３分
● 平日夜間・土日祝祭日も応相談
● 法人会会員は初回相談に限り30分無料（通常4200円）
● 顧問契約もお引き受けします

〈多摩地区 第５支部所属〉

神具・仏具神具・仏具神具・仏具
お気軽にご相談下さい

日野市高幡152番地（高幡不動尊前）

電話・FAX 042‒591‒0608
かどやかどやかどや

神棚・神具・仏壇・仏具・位牌・念珠
線香・ローソク・紅白提灯名入れ・お盆用品

〈日野地区 第10支部所属〉

ふふふれれれあああいいい 企業PR、新商品の紹介等にご利用下さい。
掲載ご希望の方は事務局まで。

コココーーー
ナナナーーー

掲掲掲載載載無無無料料料

〒206-0822
東京都稲城市坂浜1084

建築建物塗装建築建物塗装

宏 栄 塗 装宏 栄 塗 装宏 栄 塗 装宏 栄 塗 装 中山　宏之

足場工事足場工事 吹付工事吹付工事

携帯 090-2480-7815
TEL・FAX 042-331-5678

●●●

〈稲城地区 第３支部所属〉

11111110000000日日日日日日日
マママママママ

地

チチャャリリ
第16

第1
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公公益益社社団団法法人人日日野野法法人人会会
地地域域社社会会貢貢献献･･親親睦睦交交流流事事業業

チチチャャャリリリテテティィィーーーゴゴゴルルルフフフ大大大会会会

法 人 会 の 活 動 予 定
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犬吠埼灯台（千葉県銚子市） 犬吠埼の突端にそそり立つ白亜の塔、犬吠埼灯台は1874年（明治７年）

英国人リチャード・ヘンリー・ブラントンの設計により造られた、れんが造りの西洋型第一等灯台で、

日本で24番目に点灯されました。99段のらせん階段を昇った眺望は太平洋の孤島に身をおいた錯覚を

覚えるほど雄大です。 （写真 広報委員 加藤 善巳）

表 紙

紹 介

編／集／後／記 梅雨も明け、楽しい夏を迎えようとしています。
本年（平成27年度）は、楽しく元気、そして力強い岩田新会長のリーダーシップのも

と、会員一丸となって事業に邁進いたします。
広報委員会も新体制となりました。今後、２年間宜しくお願いいたします。 広報委員長 大谷日出夫

今後の説明会・研修会・イベント等予定

８月８日（土） 8:30 第第８８回回ぜぜいいききんんウウォォーーククララリリーーiinnよよみみううりりラランンドド よみうりランド「太陽の広場」

18日（火）14:00 新新設設法法人人説説明明会会 日野税務署 ３階会議室

21日（金）14:00 決決算算法法人人説説明明会会 ８８月月決決算算法法人人対対象象 〃

27日（木）15:00 源源泉泉部部会会テテーーママ別別研研修修会会 京王クラブ

９月２日（水）15:00 ママイイナナンンババーーセセミミナナーー 稲城市地域振興プラザ

３日（木）14:30 初初級級簿簿記記講講座座 ～～1100月月1133日日 計計1100日日間間 多摩信用金庫高幡不動支店

４日（金）15:00 ママイイナナンンババーーセセミミナナーー パルテノン多摩

11日（金）15:00 ママイイナナンンババーーセセミミナナーー 日野市市民の森ふれあいホール

18日（金）14:00 決決算算法法人人説説明明会会 ９９月月決決算算法法人人対対象象 日野税務署 ３階会議室

詳細は日野法人会のホームページをご参照ください。（http://www.tohoren.or.jp/hino）

広報誌 「ふれあい」に
折込チラシを同封しませんか。

会員の皆様にお届けする広報誌「ふれあい」

と一緒に折込チラシを同封いたします。

配布は年６回、配布数は日野市、多摩市、

稲城市の会員企業約1,600社です。

封入費用は、１回あたり１万円です。詳細は

事務局までお問い合わせください。

1111111100000000日日日日日日日日間間間間間間間間でででででででで簿簿簿簿簿簿簿簿記記記記記記記記ののののののののししししししししくくくくくくくくみみみみみみみみをををををををを
ママママママママススススススススタタタタタタタターーーーーーーーししししししししまままままままませせせせせせせせんんんんんんんんかかかかかかかか

☆と き 9月3日（木）～10月13日（火）までの
毎週火曜日・木曜日
計10日間 但し９月８日�・22日（祝）は除きます
最終日には、修了証を差し上げます

☆時 間 いずれも午後２時30分～
午後４時30分までの２時間

☆講 師 東京税理士会日野支部所属
税理士 千葉 洋 氏
★慶應義塾大学及び成城大学非常勤講師
★所属学会 日本簿記学会、日本税法学会

☆会 場 多摩信用金庫高幡不動支店２階会議室
京王線高幡不動駅前（駐車場はございません）

☆人 員 25名
（テキストの関係により８月24日�を締め切りといたします。）

☆会 費 会員 �千円（テキスト代他）、非会員 20,000円

地

チチャャリリ
第16

10月19日（月）

桜ヶ丘カントリークラブ
多摩市連光寺2985（TEL0423758811）

第第1166回回

※詳細は、追ってお知らせ致します。

毎回
好評 平成27年10月から国民一人一人に個人番号（マ

イナンバー）が通知され、法人にも「法人番号」が
付与されます。そして平成28年１月１日から利用が
開始されることとなります。そこで、マイナンバー制
度の概要について、日野税務署の担当官を講師にお
招きして、詳しく説明をいただくこととなりました。
ぜひ、ご参加いただきマイナンバー制度の導入

の備えにお役立てください。

・日 時

９月２日（水）稲城市地域振興プラザ
４日（金）パルテノン多摩
11日（金）日野市市民の森ふれあいホール

※時間はいずれも午後３時～午後４時30分

・講 師

日野税務署法人課税第１部門担当官

・申込み、お問い合わせ

日野法人会 �042 593 9900まで



「稲城」の地名の由来
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ウオッチング

�町名・地名
名所旧跡�物語●117

明治22（1889）年４月１日、町村制の公布に伴う町村統合によって、東長沼・矢野口・大丸・百村・

坂浜・平尾の六か村は、一つの村となり「稲城村」が誕生しました。稲城という名称は、この時に新

しく命名された村名です。

全国的な規模で行われた町村合併で、新町村名の決定にあたっては、政府は、吸収合併の場合は大

町村名を、対等合併の場合は旧村名称を「参互折中」して命名するように命じていました。稲城村の

場合は、対等合併による新しい村名の検討が行われたと考えられますが、新村名の命名に関わる確実

な資料は、今のところ発見されていません。ただ、言い伝えや古い研究が残っており、それを紹介し

て検討してみましょう。

東長沼の故川島琢象氏は、言い伝えとして父親である故川島吉蔵の話を伝え

ています。それによると、東長沼外五か村連合戸長であり、のちの初代村長と

なる森清之助から新村名について相談をもちかけられた奚
けい

疑
ぎ

塾の創始者窪
くぼ

全亮
ぜんりょう

が「稲穂」と「稲城」の二候補を示し、結局「稲城」が選定されたといいます。

「稲城」の選定にあたっては、矢野口・東長沼・大丸の地に中世の砦（小沢城、

長沼城、大丸城）があったという歴史的な事実と、この地が稲の産地であり、

昔から良い米がとれたということが考慮されたといいます。「稲」と「城」を組

み合わせて新村名としたものです。（川島琢象『窪全亮先生と奚疑塾』昭和61年

発行より）

また、狛江の石井正義が、昭和８年（1933）頃に著した「武蔵野郷土地名稿

（草稿）」（狛江市・故石井干城氏所蔵）には、「稲城村は稲毛村と称号すべきも

許可なくして、稲城は稲毛の意義として命名せるなり」と記されています。こ

の資料がどのような根拠から述べられたのかは明らかではありませんが、当初

「稲毛村」が選ばれ、神奈川県へ上申されたが許可が得られず、字義のつうじる

「稲城村」と命名したというものです。

「稲城」という村名の由来について記した資料は以上の２点しか確認されて

いません。これらの資料はいずれも確実な歴史資料とは言えず、「稲城」の地名

の由来を明らかにすることはできませんが、川島氏の伝える、中世の砦と稲の

産地であることを組み合わせて命名したとする説は、市域の歴史的な事実やその当時の状況と考え合

わせても妥当性があると思われます。また石井氏の

資料による「稲毛村」と字義のつうじる「稲城村」

と命名したとする説も、市域が鎌倉時代初期の武将、

稲毛三郎重成の所領であり、重成の子の小沢二郎重

政の居城の跡が小沢城付近であった点を考え合わせ

ると、不思議なことではないように思われます。

写真・資料提供 稲城市教育委員会鎌倉時代の山城、小沢城跡

上：稲城村初代村長
森清之助

下：奚疑塾創始者、
窪全亮


